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も の がた り1已 お･ど彷ひ びきを感 じて

じ ー んとか らだ の なか を振動させ て

み んなで い っ し ょ に絵 を描 こ う

大人も､ こ どももね

むち ゅ うで ､ 楽.し く ､ 絵を描 こう

わくわ く しながらね

そ う した ら､ き っ と しあわせ なせ界 が見え て くる

い の ちと､ 希望 の も の がた りを 一 緒に つ く ろう !
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もよふた澄男

クリス タルボウルの澄んだ音色と一緒に､ ｢ 絵のな い絵本｣ のふた つ の物語の朗読を聴い ていた だきます｡

朗読会の後は､ み んなで
一

緒に､ 自由にボス カで絵を描きましょう｡ 絵の上手い下手なんて気にしな いで !

ここ ろに浮かんだイメ
ー

ジを身体からアウトプッ トするこ とで ､ 広が り､ 実感で きる何か を共有する､

そ んなス テキな時間をみんなで創りたい と思っ て います｡

朗読作品( いずれも稲吉紘美 作)
r この星が絵で うめ つ くされたらJ 朗読:及川徳子 / rおお ごまだらになり たいJ 朗読: 佐々木久美子

クリスタルボウル演奏 遠藤園子

日時 : 2 0 1 3 年3 月1 0 日( 日) 1 4 :0 0 ～ 1 6 :0 0 ( 開場1 3 : 3 0 )

場所 : エ ルパ
ー

ク仙台スタジオホ
ー ル(仙台市青葉区

一

番町4
- 1 1 - 1 1 4 1 ピル三越定禅寺通舘6 階)

料金 : 大人1 , 5 0 0 円 / 高校生以下 5 0 0 円(未就学児の入場は出来ません)

定見 : 1 9 0 名 ※収益は経責をのそいてす べ て寄附を致します｡

朗読の後､ みんなで天竺木綿にボス カで 自由に絵を描きます｡ 参加は自由ですが ､ よろしけれ ば是非ご参加 下さ い ｡

画材はこ ちらで準備しますが ､ ボス カをお持ちの方はご持参下 さい ｡

夢伊野匝◎籾苗倫せ｡ お申』過勤臥 ラ
潤 し冨他 動 励 =･ ¶ ` = 勤 傍 ･

コ 偲 急 曲 劇 こ.f有純写しRれ書冊 廠 亡 ぬ 仔感動細 級 酬 .ク
グ 1甜曲 含駄触
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テ ー マは再生と希望｡

そして新たな地球を創う

r絵のない絵本｣ っ て ?

絵がなく､ 文字のみで構成されている絵本で ､ 子どもから大人染毛
本そのものに直接絵を描き､ 世界で 一

冊だけの絵本を創作ず冬草咋試 .竃貌
絵本の収益金の

一 部は広島･ 長崎の市民による平和活動､ 束白奉天震災 稲屋

この量が絵モうめつくされたら

世界
一

大きな絵 2 0 16 iIl 仙台･2 0 1 3 3 1 0

r世界 一 大きな絵｣ っ て ?

世界中のすべて の 国々の子ども達の描いた碍をつ なぎ合坦腐や宗教･ 人種を越え勺
1 9 9 6 年にスタ ー ト 2 0 1 2 年1 2 月からは1 6 3 カ国の在昏禾硬額を通じての各国の子鮎
ぎ合せ､ 一 枚の世界 一 大きな絵を製作し､･2 か帽年めり〉オ!デ与ジャ ネイロ オリンピッ ク

r絵のない絵本｣ 著者 ･稲吉紘美さんのプロ フィ ー ル

マ ー ク t

ロ ゴデザイン の 第 一 人者であり世界を代表する C I デザイナ ー

｡

ダライ ･ ラマ法王､ タイ 王国国王､ ブルネイ王国国王 ､ ノ ー ベ ル平和賞受賞の ム ハ マ ト ユ ヌ ス博士をは じめ とする世界の 著名人の パ
ー

ソ ナル マ ー ク

をデザイ ン､ 創作｡ パ
ー

ソ ナル マ ー クは｢ 内なる肖像画｣ であり ､ 目 には見えな い対象の 内なる世界
一

本質をシ ンボライズし未来をもビジ ュ アライズす

る｡ また美の 力で 世界を平和に導く ことを生涯のテー マとし て掲げ､ ソ ーシャ ルデザイ ンイノ ベーター､ ピース コ ンダクク ー と して も世界的に注目

されて いる｡ 特定非営利活動法人 E a r t h l d e n tity P r o j e c t 理事長｡
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者の垂モ了ま謹もが生まれ るとすぐ絵を描き始める ｡ 心 の ままに｡

生きものす べ てが絵を描く伝説の惑星｡ 描き続ける理由とは … ･ ?

朗読 = 及川徳子

フリーの アナ ウンサーと して 多くの ラジオ
･

テ レ ビ番組､ コマ
ー

シ ャ ル に出演･静H乍｡ 2 0

年以 上に渡リ ブロ の ア ナ ウンサ ー

を養成｡

現在出演 ･ 制作中のd a t e F M ｢ ロ ッ クンロール

黄金時代｣ は2 3 年の ロ ン グラ ン ｡ 内的世界

も掘り下 げる｡

また セ ラ ピス ト ヒーラーと して も活動｡

心 の使 い 方 や 真理 を伝 え るセ ミナーや朗

読､
セ ラ ピス トの 養成 も行う｡ ｢ 声 と言葉と

心｣ を繋 い だ独 自の講座｢ ヴァ イヴレーシ ョ

ン ヴォイ スセミナ ー J を開催､ 講演｡

ま た心 と身体 と魂を解放する｢ フ リータンス セ ラ ピー｣ を 開催｡

ひ とり ひ とりが 自分 の 本質の輝き をあ らわ して生 き られ る調和の世界を創る

こ とを テL マ と して い る｡ N P O L o v e ☆ L iv e ☆ L if e ☆ J a p a n 代表 ｡

クリスタルボウル演奏 ‥ 遠藤園子

クリス タル ボウル奏 者

ホリス テ ィ ッ クセラピス ト

2 0 0 6 年旅 先の ア メ リカで 偶 然クリ ス タル ボ ウル

に触れ ､ 2 0 0 7 年 より仙 台をは じめ ､ 全国各地 で 演

奏会や音響療法 の セ ッ シ ョ ン ､ ワーク シ ョ ッ プを l
行う亡 市民講 座 ､ 学校 ､ 自治体な とで ､ 昔 によ るメ

ン タル ケア やセル フ ケア の 講師と して も活 躍中 ｡

■

※ クリ ス タ ルボウルは 水晶 でで きた 美 しい 禁器 です ｡ 水 晶が発す る振動がW き とな っ て空 間

に広が り､ か らだ や こ こ ろが紙 やかな振 動で漂 い リラ クセーシ ョ ン状 阻 こ導かれ ます｡

歓米では緩和ケ アや こ こ ろの ケア にも用い られ てい ます｡

｢ ト
虹⊥牒のない絵本rおおごまだらになりたい｣＼

1

い傷付 た少女があ こがれた の は､ 白と黒の ごまだらの 美しい模様を

もつ蝶｡ 蝶 に なりた い少女ははたして ‥ ‥ ?

朗読 : 佐々木久美子

小学校 の 演劇 クラ ブ以 隠 演劇一罷っ

高校卒業後劇団蒙 を経て ､
フ リ

ー

の 役者 と

して 様々な舞台 に出演｡

2 0 1 1 年 ､ T h e a t r e G r o u p
【

O C T/ P A S S l = 入団 ｡

理 由 は ､ 震 災 後 や り た い こ と は｢ い つ か｣

じゃ なくr今｣ や ろ うと思 っ たか ら｡

1 9 9 9 年よ り お話 しの 会｢ が じ ゆ ま るの 樹｣

を結成｡ 口 コ ミで 評 判 が伝わ り ､ 小学校等

での 公演は3 0 0 回を 超え た｡

主 な 出演作品

十 月劇場 時の葦舟三部作第l 巷｢絆の 都｣ / T e a tr e G r D u P
l ■

o C T/ P A S S
n

/

｢ 又 三郎 2 0 世 紀最 終版｣ / ｢ ノーテ ラス｣ / ｢ 人 や銀河 や修羅や海胆 は｣

｢方 丈の 海｣

この 企画はr 3 1 1 星空プロ ジ ェ ク ト｣ とも連動 して い ます｡

｢ 3 1 1 星空プロジ ェ クト｣ とは …

東日本大震災の起き た1 4 =4 6 か ら6 時 間後の2 0 こ4 6 か ら1 時 間灯 り を消 して ､

大切 な 人 と大切 な こ とを 感じな が ら過 ごそ う とい う心の イ ベ ン ト｡

震災の夜､ 灯 りを 失っ た空 には見 た こ と もな い よ うな満天の 星 ｡

普段 の 生 活の 中で見え な く な っ て い た 大切 な もの をあ らた めて 感 じその 星

空 を敦子鋸こして ､ 星 空の 先に ある 希望とい の ちの 輝き を見続 けて い こ う と い

う もの ｡ 何が起き て も損な わ れ る こ との な い 星 空の よ うな大切 な輝き を ｡

星空 に 託 した 想いで 地 球を包み ､
ひ とつ の 想い で 世界 が繋が る こ と を願 っ て

い るプロ ジェ ク ト
ヾ
ゝ




